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０．コンピューター化及びインターネット化が外国語教育に大きな転機と可能性をもたらしてくれたことは誰も否めない事実であろう。それをどう取り入れて活用してゆくかはひとえに教員の対応いかんにかかっている。ヨーク大学日本語科では、このような動きを先取りし、約１０年前から、ほぼ下記のような過程を辿り、（もちろん並行して行ったことも多いが、）日本語教育にTELを導入してきた。最近では、その積み上げに基づき、小規模ながら、初級日本語の実験的遠隔教育モデルを開発し、２００６年秋からは国際交流基金の助成金に基づき、上級日本語課程をビデオ会議方式を利用する本格的な遠隔教育にのせ、ハリファックス市にあるセント・メリー大学の学生とヨーク大の学生がバーチュアル・クラスで一緒に学習することになっている。
第一段階：日本語科のウエッブを作り、教材を載せる。

第二段階：学科及び日本語科専用のサーバーを構築し、リストサーブなど各種サービスを
　提供。

第三段階：教材のマルチメディア化とインターラクティブ化

第四段階：遠隔教育開発と自習用教材開発
第五段階：日本を経由しない他国への技術援助及び提携

TEL利用の一つの落とし穴は、技術先行型で、新しい技術があるから使うという態度である。筆者はこれを避けるために、各段階での目的・理由・意義を明確にするよう心がけた。この発表では、順を追って、作成したものの紹介とその背景となった事情また問題解決との接点を捉えてみることにする。
1． 第一段階
ウエッブを作り、教材を載せることは、誰もが始めることであるが、一番大きな目的は、教科書離れにある。現在でもたいていの語学プログラムは使用する教科書に支配されている。コース・デザインも教科書を基にして行われる場合が多い。周知のように、教科書は何を選んでも満足のいくものがない。最近の新しい日本語の教科書を見ても、DVDやCD-ROMがついてはいるものの、教科書の構成と内容は、旧態依然としているのが現状である。筆者は大学における外国語教育には何かディシプリンがなくてはならないと考え、異文化間コミュニケーションを日本語教育のディシプリンとした。日本語を素材として勉強することによって、他の言語及びその文化に接した時も使用可能なディシプリンを習得するという意味である。このような考えで、コースをデザインしようとすると、既存の教科書は使用に耐えない。特に言語に根ざした文化を常に配慮しながら日本語指導をするためには、教科書ではあまりにも限界がありすぎるのである。また、自分の教材を開発することは、著作権の問題の解決にもなる。ウエッブ利用によって、いわゆる｢手作りの教材並びにコース｣が非常に容易になった。
2． 第二段階
サーバーを構築して、日本語指導に利用することなど、初めは夢にも考えていなかったが、大学の他のサーバーを利用させてもらって、サーバーの威力を目の当たりにしてからは、これは自分のサーバーを作らなければと考え、当時、｢サーバーの神様｣のような技術担当者に実験用にサーバーを構築してもらい、学科全体のサーバーとして利用することになった。そのころは、他の技術者からの反対も多く、大学のサーバーがあるのに、なぜ自分のサーバーが必要なのかと、批判されることもあったが、これは特に教員が、サーバーについての実践的な知識を得るための学習サーバーという意味合いが強く、色々な実験によって、サーバーの可能性を追求したと言える。(Ota 1996, 2001)　最近でこそ、技術者たちも、教員にもっと技術的なことを知ってもらわなければ、(Empowering Faculty)　ということを盛んに言い出しているが、当時は、技術のことは技術屋に任せろという時代であった。筆者は、教員が主導する、ウエッブに基づいたコース開発を唱導してきたが、そのためには、教員自身がかなり技術に詳しくなくてはならないと訴えてきた。(Qiu 2001)　例えば、WebCTなどを使って自分のコースを開発する場合でも、かなりの基本的な知識が要求される。実践面では、コースやクラスのリストサーブのサービスを開始したこと、教員に自分のウエッブ・ページを作るためにワークショップを開いたりしたことなどがあげられるが、現在では、160ぐらいのコース及びクラス・リストを学科のサーバーでまかなっている。サーバーの数も日本語専用を四台稼動させている。これは、安全性を考慮したもので、一台ハックされても(実際に二回ハックされている)残りのサーバーに接続可能というリダンダンシー確保と、多数の学生が一度にビデオなどの大きいファイルにアクセスした時にサーバーの作動が遅くなる可能性も考えた上の配慮である。
３．第三段階

初めは、講義ノートをウエッブに載せたようなものであったが、まず会話をデジタル化してウエッブに載せ、文化及び社会を紹介するためのビデオもデジタル化してウエッブで見られるようにし(クイック・タイム使用)、練習問題をインターラクティブ化した(ドリーム・ウィーバー・エクステンション使用)。ここで肝心なことは、それまでクラスで見せていたビデオや、授業中にやっていた練習問題は、学生に自分でやらせるようにし、クラスの活動は出来るだけコミュニカティブなものにするという目的である。ウエッブに基づいたコース開発が可能になって、限られた授業時間をいかに効果的に利用するかという視点が確立したと言える。ちなみに、当時は、英語のウィンドウズで日本語のテキストを扱うのは、不可能ではなかったが、非常に煩雑であったので、アドービー社のアクロバットを活用した。
４．第四段階

初級日本語のウエッブ教材がほぼ完備し、使用に耐える見通しが立ったので、三年前に、大学及び国際交流基金からTEL助成金を受け、ヨーク大学グレンドン校で、実験的に遠隔教育を利用したオンライン初級日本語コースを開設した。今年で、ちょうど三年間の実験期間が終わり、最近ヨーク大学で開催された遠隔教育に関する国際学会で、協力者の矢吹・ソー典子氏とその結果を共同発表したが、予想したとおりの問題点が多々あるものの、一応語学教育にも遠隔教育モデルは適用可能であるとの結論に達している。詳細は次にまとめるが、昨年からこのコースが正規のコースとして認められ、今後も継続されることになった。筆者の知っている限り、このような日本語のコースは、北米だけでなく世界でも初めての試みであるので、学生からのフィードバックを基にした分析資料は小規模ではあるが、貴重な参考資料になると自負している。語学学習の性質を考慮し、完全な遠隔教育方式をとらず、従来のクラスでの演習を週一時間残す混成方式を採用したが、ビデオ会議方式をフルに活用したリアルタイムの授業及び個人指導を含み、自習用教材との組み合わせで、学習効果が上がるよう努力した。
これまでの話は主に初級日本語に関するものであるが、中級・上級コースに関しても、四年間のプログラムを通じて高度な日本語習得の水準を確保するためには、どこにいても、いつでも、インターネット上でアクセスできる自習用教材の開発が必要不可欠であると判断し、まず読解用の教材を自習用のものに変換する作業を始めた。この理由は、カナダでは、大学生は、年間約六ヶ月しか授業がなく、特に五ヶ月近くある夏休みに語学の学習をまったくしなければ、九月に大学にもどって来た時に、特に初級や中級の場合、前年に習ったことをほとんど忘れてしまっているというのが現状で、新学期になって、復習に要する時間のロスが大きく、結果的に、四年生になっても、日本語の習得度がかなり低い結果になってしまうことがあげられる。この制度的な問題を解決する手段を与えてくれたのが、やはりコンピュータ化・インターネット化である。学生に復習・予習の機会を与え、時間があり、インターネット接続が可能なところであれば、インターネット・カフェーのようなところでも、教材を学習することができる。数年前に助手の組合のストライキのために大学が四ヶ月近く授業停止になったが、全学中日本語科だけ、自習用ウエッブ教材のおかげで、授業継続を許され、このようなウエッブを利用した教材開発の強みを遺憾なく発揮してくれたことは、いまだに記憶に新しい。また、昨年の初級の学生の中に、カナダ航空の搭乗員をしている学生がおり、彼女は仕事で世界中を飛び回っていたが、例えば、ドイツのミュンヘンのホテルで、インターネットに接続し、復習や予習をしていたと言う。彼女はクラスでもトップクラスに入っていた。もちろん自習用の教材をウエッブに載せたからと言ってすべての学生がそれを利用して勉強しているわけではないが、学習意欲に燃えている学生に、その機会を与えると同時に、学生に下駄を預ける効果もある。自習用教材がいつでもどこでもアクセス可能であるのに勉強しなければそれは学生の責任であるということである。
とは言っても、中級・上級の自習用教材開発は、なかなか容易ではない。現在少しずつ進めているのが、ジャバ・スクリプト利用の読解教材開発であるが、これなどもアイデアはだいぶ前からあったが、雛形を作ってくれる技術者が見つからず、数年前に、筆者のコンピューター助手が手伝ってくれて、やっと具体化したものである。どんなものかと言うと、日本語のテキストに含まれている語彙、特に漢字の組み合わせにマウスを持っていくと、箱形の枠がポップアップし、読みが平仮名で、意味が英語で表記され、発音が音声で聞けるというものである。こんな単純なものでも、音声の録音を含めて、一つの課を作り変えるのに少なくとも十時間はかかってしまう。現在は、内容説明と文章の発音などを学んでもらおうと、ミニ・レクチャーをビデオにとり、デジタル化してウエッブに載せる作業を始めている。
５．遠隔教育の試み

前述したように、TEL開発の発展形態として三年間行った実験遠隔教育コースは、これからも継続・発展させてゆく計画であるが、毎年学期末に学生に記入してもらったアンケートを基にして次のような情報が得られた。(詳細はOta and Yabuki-Soh 2004a/2004b参照)
· 対象学習者：遠隔教育方式の語学コースは、平均的な学生には向いておらず、学習意欲に燃え、コンピューター及びインターネットなどに詳しく、時間を効果的に使える学生であれば、かなり学習効果が上げられる。
· 混成方式：当初の予想通り、遠隔方式は空間的にも時間的にも大学のコースに参加できない学習者のための選択としては十分機能し得るが、普通のコースの一つの選択肢として提供する場合は、従来型の対面語学クラスをまったく取り除くことは現在の段階では得策ではない。
· リアル・タイム方式：ビデオ会議方式を利用した講義及び個人指導はかなり有効に活用できる。
· ウエッブ上の自習用教材：比較的好評であったが、より多く開発の必要性がある。

· オリエンテーション：遠隔教育方式に関する長所・短所を踏まえてきめ細かいオリエンテーションが必要。
· 学習レポート：毎週、学生に学習進行を記録したレポート提出を義務付ける。

· バーチャル・コミュティー：チャットを利用して学生間にバーチャル・コミュニティーを作らせる試みは失敗に終わった。原因は調査中であるが、私見として、遠隔教育方式を選ぶ学生が基本的には、理由は様々であろうが、自分だけで勉強したいと思っているからではないかということがあげられる。もし、この考えが正しいとすると、他と助け合って勉強するというバーチャル・コミュニティー作りは、彼らの期待とは相反することになり、目的意識も希薄とならざるを得ない。将来に向けての課題の一つである。
· 社会・文化に関する興味：課外活動などによって、社会・文化に関する知識や経験を与えることが大切である。

· 教員による継続的なサポート：担当教員が個々の学生に積極的に働きかけ、学習状況を詳しく観察して、適切な指導・元気付けなどを行う必要がある。
Qiu (2001)は、このような遠隔教育方式が導入されれば、これまで他のコースのスケジュールの関係で語学が取れなかった学生に語学を学習する機会を与え、学生数も大幅に増加する可能性があることを指摘している。

６．TEL利用の効果
非常に実用的なところから始めると、内容はともかく、語学の教科書は値段も張り、分厚く大きく重いものが多い。日本語を学習している学生は、十ドル程度のコピー代を払い、教材はコンピューター・ラボでウエッブから無料で印刷できるようになっている。これは学生にありがたがられている点の一つである。コースの内容、スケジュール、評価などすべての情報がウエッブに載っていることも、学生から多大な評価を得ている。講義もビデオ・ストリームされて、後から何回でも見ることが出来る(メディア・サイト・ライブ利用)し、その他の教材も学生から好評を得ている。その中でも学生に喜ばれているのは、試験のサンプルが載せてあることである。これで、試験をかなり網羅的にしても、よく準備をする学生は、サンプルを参考にして学習すればよい成績が取れるという安心感が持てるわけで、要求度を高くしてもそれだけたくさん学習してくれるので、いわゆるウィン・ウィン(勝者―勝者)の関係が保てる。コース・ディスカッション・リストの活用、中級から始める日本語によるウエッブ・プリゼンテーションなども、普段クラスではおとなしい学生が、わが意を得たりというようにすばらしい発表をしてくれたりすることも多く、成功していると言える。もちろん、TELによるコース開発は始まったばかりで、これからの課題は山積みしている。現在のところ、他の大学、また他の学科でやっていないことをやっているということで、かなりの評価を受けているが、教員よりはるかにコンピューターを駆使できる学生が急増している現在、旧態依然とした教授法だけでは、学生の学習意欲を持続させることも、学習効果を高めることも不可能であろう。
最後にTEL利用の内容面での試みに言及したい。筆者は教科書を廃止するために中級、特に上級以上のコースで自分で書いた所感を読解教材として使うことにした。一番大きな目的は、学生に筆者の人生経験などについて読んでもらい、そこから何か学んでくれればありがたいということであるが、これは最近非常に肯定的な評価を得るようになった。これなども教員が自由に教材を作成し、即座にウエッブに載せられるというインターネットの利点を活かしたものであるが、学生が教員を身近に感じることが出来るようになり、意見交流も非常に活発になった。また、Ｅメールやチャットなどで学生間の交流が増幅され、本当の意味でのコミュニティーと帰属感・連帯感がクラスに生まれ、一緒に勉強したり、パーティーをしたり、遊びに出かけたりという、強い絆でつながれたクラスが出始めているのは、うれしい現象である。すべてがTELのためとは言わないが、TELの利点を活かすことで従来に勝る語学教育が可能になったということは確実であると思われる。その一つの試みとして2006年に初級日本語コースのためにオンライン・テストを実施した。「ムードル」（Moodle）と言うプログラムを活用して、試行錯誤で作成したのであるが、問題点も多かったにせよ、予想される学生数の更なる増加に鑑み、2４0人に対する四回の試験を二人の非常勤講師が採点する手間と時間を省くという目的は達成され、このような形式のテストで評価可能な分野だけ扱うのであれば、十分活用可能と言う結論に達している。（Ota, Yabuki-Soh, et al. 2006 参照）
７．第五段階と将来への展望

上記のような変遷を辿り、主にカナダ国内でTEL利用による新しい日本語教育の実験を行ってきたが、その実績と成果が評価され、協定校であるキューバのハバナ大学外国語学部から招聘され、2004年及び2005年、それぞれ12月に主に大学教員及び大学院生対象に「TELと外国語教育」と銘打った2週間の短期研修を行った。これは特に日本語のプログラムとは直接関係なかったが、昨年現地の日本語教員との会合で日本語教授法に必要な日本語に関する言語学的な知識を指導してほしいという強い要請があったため、今年は、TELに加えてこちらの講義も行う予定である。これは、これまで日本中心であった日本語教師養成講座の拠点を海外に置くという視点で、海外の現場における「外国語としての日本語教育」の生の体験と知識を第三世界で行われている日本語教育の一助とする試みである。現在まで日本語教育に関する援助は、主に、日本－各国という一対一の関係でなされてきているが、国際化が叫ばれている現在、援助を受ける国の間の横のつながりを強化するネットワーク作りが焦眉の急になっていると言える。特に海外における日本語教育専門家が、これまで培ってきたノウハウを他の国に技術供与というかたちで貢献すべき時が来ていると言えるであろう。日本語教育の多極化時代の到来といっても過言ではないであろう。
（付記）この一文は２００４年７月２日に韓国のソウルで開かれた韓日社会文化フォーラムに招待された時の基調報告に加筆訂正を加えたものである。招待して下さった漢陽大学日本語科の李康民教授にお礼の意を表したい。また、この拙論を発表するよう勧めて下さった、国際交流基金トロント文化センター所長の齋木宣隆氏に感謝している。（２００６年４月１３日トロントにて）
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